


ใみなかみ2008／第27号02

平
成

年
の
新
春
を
迎
え
、
心
か
ら
お

20

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
町
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
の
使
命
は
、「
財
政
再
建
」
と

「
夢
の
あ
る
町
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
現
在
、
改
革
の
方
向
を
示
す
指
針

や
第
１
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
新
生

「
み
な
か
み
町
」
の
礎
を
築
く
た
め
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
財
政
面
で
は
歳
出
改

革
と
町
税
等
の
滞
納
対
策
を
進
め
る
と
共

に
、
補
助
金
や
特
例
債
等
の
合
併
優
遇
措

置
を
有
効
に
活
用
し
て
、
平
成

・

年
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度
決
算
の
実
質
収
支
を
予
想
以
上
に
黒
字

化
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

基
金
（
貯
金
）
も
計
画
的
に
積
み
立
て
る

事
が
で
き
、
若
干
で
す
が
財
政
再
建
の
兆

し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の

改
革
動
向
は
不
透
明
で
あ
り
、
加
え
て
、

「
財
政
健
全
化
法
」
で
示
す
町
の
財
政
数

値
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
な
お
一

層
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
み
な
か
み
町
」
が
誕
生
し
て

か
ら
今
年
で
早
３
年
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
改
革
の
具
体
的
な
取
組
み

と
し
て
、「
行
財
政
改
革
行
動
指
針
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
指
針
の
下
で

具
体
的
な
行
財
政
改
革
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
指
針
で
は
財
政
改
革
と
し

て
、
普
通
会
計
の
歳
出
規
模
を
現
在
の
１

３
０
億
円
台
か
ら
、
平
成

年
度
に
は

27
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億
円
台
ま
で
縮
減
す
る
方
針
を
示
し
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
・
地
方
と
も
多
額

の
借
金
を
抱
え
て
い
る
実
態
で
は
、
今
後

も
国
庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税
の
増
額
が

望
め
ず
、
加
え
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
等
か
ら
町
税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
身
の
丈
に

あ
っ
た
歳
出
構
造
に
、
段
階
的
に
改
め
る

事
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
指
針
の
一
つ
に
は
、
平
成

年
度

27

当
初
ま
で
に
、
職
員
数
を
１
０
０
人
削
減

す
る
定
員
管
理
計
画
を
示
し
ま
し
た
。
支

所
機
能
の
縮
小
や
、
施
設
の
統
廃
合
、
更

に
は
、
ご
み
処
理
業
務
や
幼
稚
園
・
保
育

園
等
の
民
営
化
を
図
り
、
計
画
的
に
職
員

の
削
減
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
・
機
構
の
改
革
指
針
と
し
て
は
、

職
員
数
の
純
減
に
対
応
し
う
る
協
働
体
制

を
整
備
す
る
と
共
に
、
職
員
の
資
質
を
向

上
さ
せ
組
織
を
活
性
化
す
る
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
20

年
度
か
ら

課
２
支
所
体
制
の
下
で
、
効

12

率
的
か
つ
柔
軟
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
係
制
か
ら
１
室

グ
27

ル
ー
プ
の
グ
ル
ー
プ
制
に
移
行
し
ま
す
。

併
せ
て
、
管
理
職
員
等
の
職
責
を
明
確

化
し
、
年
功
序
列
か
ら
職
責
に
応
じ
た
職

員
給
与
体
系
に
転
換
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
る
町
づ
く
り
の
必
要
条
件

は
、
道
路
網
と
情
報
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
国
は
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
高
速
通
信
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
お

新
生

魅
力

み
な
か
み
町
民
の
皆
さ
ん

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

み
な
か
み
町
長

鈴

木

和

雄

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
促
進

行
財
政
改
革
の
指
針
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り
ま
す
が
、
本
町
は
い
ま
だ
整
備
が
遅
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
情
報
の
格
差

は
、
地
域
行
政
や
民
間
活
動
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
事
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
り

月
夜
野
局
管
内
の
後
閑
、
下
牧
、
上
津
、

月
夜
野
、
小
川
の
一
部
（

局
分
）
に
お

62

い
て
、
昨
年
の

月

日
に
光
フ
ァ
イ

11

15

バ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
更
に
本

年
３
月
に
は
師
、
真
庭
、
政
所
、
下
津
で

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
地
域
は
、
一
定
数
以
上
の
利
用
者
の
加

入
見
込
み
が
あ
れ
ば
、
エ
リ
ア
拡
大
が
検

討
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
、
商
工
会
と
観
光

町
づ
く
り
協
会
で
は
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
整
備
促
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
誘
致
活
動

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に

よ
っ
て
私
達
は
、「
在
宅
健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
る
健
康
相
談
や
「
テ
レ
ビ
電

話
シ
ス
テ
ム
」
等
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
事
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
内
で
は
す

で
に
上
野
村
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
観

光
地
で
あ
り
、
広
い
面
積
を
有
す
る
本
町

で
は
、
動
画
等
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
た
り
、
保
健
医

療
に
活
用
す
る
等
、
情
報
化
社
会
の
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
促
進

委
員
会
」
で
は
、「
仮
申
込
書
」
の
取
り
ま

と
め
に
奔
走
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
目

標
数
は
世
帯
数
の
３
割
で
す
が
、
い
ま
だ

達
成
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
仮
に
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
の
力
を
借
り
ず
に
、
町
独
自
で

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
す
る
事
に
な
り

ま
す
と
、

億
円
と
い
う
莫
大
な
事
業
費

20

が
必
要
に
な
り
、
事
業
化
は
到
底
不
可
能

で
あ
り
ま
す
。
町
民
皆
さ
ん
か
ら
、
よ
り

多
く
の
「
仮
申
込
書
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を
促
進

し
た
い
も
の
で
す
。
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
第
一
義
は
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
り
、
子
供
達
が
安
全
な

環
境
で
学
業
に
励
む
事
の
で
き
る
教
育
施

設
の
整
備
に
あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
教
育
は
智
を
磨
き
、
豊
か
な
心
を
育

み
、
体
を
鍛
え
、
生
き
が
い
を
創
出
し
、

将
来
の
町
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
大
事
業
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
教
育
は
、

物
理
的
に
物
を
作
る
よ
う
に
、
直
ち
に
結

果
を
出
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
人
間
に
心
が
あ
る
限
り
、
人
は
人
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
日
々
の
地
道
な
教
育
活
動
の
積
み
重

ね
が
、
健
全
な
人
間
を
育
成
し
、
産
業
を

繁
栄
さ
せ
、
文
化
を
育
み
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

従
っ
て
、
教
育
は
町
づ
く
り
の
大
き
な

基
盤
で
あ
り
、
例
え
財
政
が
苦
し
く
て
も

教
育
環
境
の
整
備
は
、
行
政
の
責
任
で
行

う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
幕
末

長
岡
藩
小
林
虎
三
郎
翁
の
『
米
百
俵
の
精

神
』
で
あ
り
ま
す
。

当
面
す
る
課
題
は
校
舎
等
の
耐
震
補
強

と
少
子
化
に
伴
う
学
校
統
合
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、「
教
育
施
設
整
備
計
画
検
討
委

員
会
」
の
答
申
を
基
に
教
育
委
員
会
、
並

び
に
庁
内
各
課
と
協
議
を
重
ね
、「
み
な

か
み
町
教
育
施
設
整
備
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

整
備
計
画
の
概
略
は
、
月
夜
野
地
区
に

お
い
て
は
３
小
学
校
の
校
舎
を
耐
震
補
強

し
、
桃
野
小
学
校
の
体
育
館
を
建
設
し
ま

す
。
水
上
地
区
は
水
上
中
・
水
上
小
・
幸

知
小
を
統
合
し
た
小
中
一
貫
校
を
、
水
上

中
学
校
の
敷
地
内
に
建
設
し
ま
す
。
藤
原

小
・
中
学
校
は
、
併
設
校
に
し
て
耐
震
補

強
を
行
い
ま
す
。
新
治
地
区
は
、

年
度

20

に
統
合
小
学
校
を
開
校
し
ま
す
。
須
川
小

学
校
は

年
度
か
ら
、「
認
定
こ
ど
も
園
」

21

と
し
て
活
用
し
ま
す
。
新
治
中
学
校
は
耐

震
補
強
と
体
育
館
を
建
設
し
ま
す
。

以
上
、
地
区
ご
と
の
概
要
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
策
定
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

は
、
各
地
区
の
施
設
整
備
の
平
準
化
と
、

健
全
財
政
を
念
頭
に
「
財
政
健
全
化
法
」

で
定
め
る
、
実
質
公
債
比
率
の
イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
と
言
わ
れ
る

％
を
絶
対
に
超
え

25

な
い
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
町
の

教
育
施
設
の
整
備
は
、
巨
額
な
財
源
と
長

い
期
間
を
必
要
と
し
ま
す
。こ
の
間
に
は
、

社
会
・
経
済
情
勢
も
変
わ
る
事
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
常
に
最
良
の
方
向
に
ロ
ー
リ

ン
グ
し
て
、
初
期
の
目
的
が
達
成
で
き
る

よ
う
に
心
掛
け
る
事
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

り
の
悲
劇
｣
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
戦
中
・

戦
後
の
歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で

あ
り
ま
す
。
一
例
で
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

の
受
諾
」
を
先
送
り
し
た
た
め
に
、
国
民

に
甚
大
な
悲
劇
と
被
害
を
与
え
た
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
言
葉
か
ら
、
私
も

多
々
反
省
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、

今
、
国
政
も
地
方
自
治
も
改
革
の
大
き
な

う
ね
り
の
中
に
あ
り
ま
す
。
為
政
者
に
は

先
見
性
と
責
任
が
求
め
ら
れ
、
今
な
す
べ

き
事
を
先
送
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
｢
夢
の
あ
る
町

づ
く
り
」
は
、
こ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
逃
避

し
て
は
実
現
で
き
ず
、
む
し
ろ
喫
緊
の
課

題
に
挑
戦
す
る
勇
気
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

私
は
た
と
え
痛
み
を
伴
っ
て
も
、「
結
論
は

明
日
と
言
わ
ず
今
日
中
に
」
と
言
う
姿
勢

で
解
決
に
臨
み
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

こ
の
一
年
を
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
指
導
と
お
力
添
え
の
程
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
が
、
町
民
皆
さ
ん
に
と
っ
て

幸
多
き
事
を
念
じ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
二
十
年

元
旦

行
政

「
先
送

教
育
施
設
整
備
計
画
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平
成
20

年4月

新治小学校が
開校します！

みなかみ町教育委員会は、町長からスクールバスの運行について、
検討するように諮問を受けて、「みなかみ町スクールバス運行検討
委員会」を設置し、①使用料②通学距離③学校統合条件④町財政の
４点を中心に協議し、答申いたしました。
答申の内容は次のとおりです。
①使用料については、慎重に協議した結果、町財政の現状に鑑み、
有料も止むを得ない。ただし、町の財政状況が回復した時には無
料にしていただきたい。なお、使用料の額については結論に至ら
なかった。
②スクールバス利用者の通学距離は、概ね園児２㎞以上、小学生３
㎞以上、中学生４㎞以上とする。
③スクールバスの運行は、登下校（園）を原則とするが、学校行事・
部活動等も可とする。
④将来条件が整えば、スクールバスの運行を民間に委託することが
望ましい。
今後は、町・議会と協議し条例改正等を行い、平成20年４月から
新たにスタートしたいと考えております。

●スクールバス運行に関する答申について

■問い合わせ先 町教育委員会学校教育課 ☎62－2275（内704・706）

ま
す
。
な
お
、
３
か
年
事
業
の

最
終
年
度
と
な
る
平
成

年
度

20

事
業
と
し
て
食
堂
棟
と
家
庭
科

室
の
建
設
、
プ
ー
ル
の
改
修
工

事
等
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

校
歌（
歌
詞
）と
校
章
に
つ
い

て
は
、
平
成

年
５
月
か
ら
８

19

月
に
か
け
て
新
治
地
区
の
み
な

さ
ん
か
ら
募
集
し
、
多
数
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
は
校
歌
12

点
、
校
章

点
で
あ
り
「
校
歌
・

10

校
章
選
定
委
員
会
」
の
厳
正
な

審
査
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
し

た
。

校
歌
と
校
章
に
採
用
さ
れ
た
作
品
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
校
歌

作
詩
は
、
原
澤
廣
子
さ
ん
（
布
施
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
歌
詞
は
新

治
の
地
名
を
入
れ
て
馴
染
み
や
す
く
、

か
つ
小
学
生
に
分
か
り
易
い
言
葉
で
崇

高
な
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
曲
は
、
合
唱
組
曲
「
利
根
川
源
流

讃
歌
」
を
作
曲
さ
れ
た
横
浜
市
在
住
の

大
西
進
先
生
に
依
頼
し
完
成
し
ま
し
た
。

■
校
章

デ
ザ
イ
ン
は
、
原
澤
俊
夫
さ
ん
（
布

施
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
新
治

中
と
兄
弟
校
の
新
治
小
に
は
、
同
じ
形

態
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で「
中
」

を
「
小
」
に
す
る
。
ま
た
、「
小
」
の

第
一
画
は
強
い
意
志
を
表
し
、
左
右
の

部
分
は
未
来
へ
羽
ば
た
く
翼
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

校
正
・
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は
、
北
爪
薫

さ
ん
（
谷
川
）
に
依
頼
し
完
成
し
ま
し

た
。

一

め
ぐ
み
豊
か
な

大
峰
や

仰
げ
ば
高
い

三
国
山

明
る
く
元
気
で
生
き
生
き
と

豊
か
な
知
恵
を
育
も
う

伸
び
ゆ
く

伸
び
ゆ
く

新
治
小
学
校

あ
あ

伸
び
ゆ
く

新
治
小
学
校

二

や
さ
し
く
清
い

赤
谷
川

澄
ん
だ
赤
谷
湖

夢
う
つ
す

み
ん
な
仲
良
く
手
を
つ
な
ぎ

素
直
な
心
を
養
お
う

輝
け

輝
け

新
治
小
学
校

あ
あ

輝
け

新
治
小
学
校

三

人
の
心
は

温
か
く

山
と
川
と
に
い
だ
か
れ
て

未
来
を
担
う
私
た
ち

共
に
身
体
を
鍛
え
よ
う

羽
ば
た
け

羽
ば
た
け

新
治
小
学
校

あ
あ

羽
ば
た
け

新
治
小
学
校

新
治
小
学
校

校
歌

▶
新
し
い
校
章

み
な
か
み
町
教
育
委
員
会
が
、
平
成

年
度
か
ら
３
か
年
事
業
で
建
設
を
進

18め
て
い
る
新
治
小
学
校
の
校
舎
棟
と
体

育
館
が
、

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

12

校
舎
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３

階
建
て
で
、
建
具
、
家
具
、
腰
壁
な
ど

は
新
治
小
学
校
統
合
計
画
建
設
委
員
会

で
協
議
さ
れ
県
産
材
の
唐
松
、
檜
、
杉

な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
温
か
み

の
あ
る
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

月
７
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
定
例
議

12
会
で
、
学
校
設
置
条
例
が
可
決
さ
れ
、

平
成

年
４
月
か
ら
「
新
治
小
学
校
」

20

と
し
て
正
式
に
開
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
治
地
区
の
す

べ
て
の
小
学
生
が
、
新
年
度
か
ら
新
校

舎
で
机
を
並
べ
て
一
緒
に
勉
強
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
計
画
の
調
整
な
ど
開
校
に

向
け
た
準
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い

▲完成した新治小学校校舎
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新新し新しいい民生児童委員のみなさ民生児童委員のみなさんんを紹介します！を紹介します！

民
生
委
員
は
、
町
民
の
生
活
上
の
相
談

に
応
じ
た
り
、
町
の
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の

人
と
主
任
児
童
委

60

員
の
６
人
が
任
期（
３
年
）満
了
と
な
り
、

昨
年

月
１
日
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
委

12

嘱
式
で
は
、
舛
添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
と

大
澤
正
明
知
事
か
ら
の
委
嘱
状
が
鈴
木
町

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
福
祉
に
つ
い
て
行
政
と
町
民
の

パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い
た
だ
く
民
生
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
下
記
の
み
な
さ

ん
で
す
。
ま
た
、
こ
の
た
び
の
改
選
で
23

人
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
福
祉

行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
退
任
者

月
夜
野
地
区

石
坂
惠
美
子
さ
ん

髙
橋
み
ね
子
さ
ん

真
庭
共
榮
さ
ん

中
島
勝
雄
さ
ん

林

睦
子
さ
ん

杉
木
節
子
さ
ん

富
岡
ま
つ
さ
ん

水
上
地
区

眞
庭
義
夫
さ
ん

松
本
勝
江
さ
ん

須
藤
晴
子
さ
ん

鈴
木
昭
雄
さ
ん

森

秀
雄
さ
ん

新
治
地
区

笛
木
作
夫
さ
ん

高
橋
正
吉
さ
ん

木
檜
芳
子
さ
ん

本
多
幸
平
さ
ん

宮
﨑
孫
四
郎
さ
ん

藤
島
好
和
さ
ん

小
林
文
子
さ
ん

林

て
る
よ
さ
ん

杉
木
敬
太
郎
さ
ん

阿
部
富
子
さ
ん

原
澤
は
た
江
さ
ん

■民生児童委員・主任児童委員（敬称略）
担 当 地 区大 字氏 名

後閑（上入2・下入・新道）後 閑福田千津子

月

夜

野

地

区

後閑（上河原・岩瀬）〃佐藤 實
後閑（上入1・駅一・駅二・稗田）〃池田 輝雄
後閑（坂上・貝久保・中村・下村）〃上村みか子
師師荻野 馨
真政（上組・横町）真 庭髙橋 和子
真政（下組・中組）政 所増田 淳子
小川島・南区下 津大木 利夫
中村・竹改戸〃生方 正一
下区上 津松井まつえ
上区〃原澤カヅヨ
町組（1組～7組）月夜野阿部久美子
町組（8組～14組）〃久野 豊子
上組・大峰〃小林いち子
小川・渕尻小 川鈴木ゆき江
小和知・和名中〃角屋とし子
上石倉・下石倉石 倉石坂 明子
上牧（奈女沢・道木・下明）奈女沢鈴木 保雄
上牧（吉平・大沼）上 牧鈴木かつ代
上牧（戸谷倉・勝浜・小松・木之根）〃五十嵐ふじ子
下牧（原組・上組）下 牧野村 信吉
下牧（下組・中組）〃林 幸子

藤原上（湯ノ小屋・大芦・大沢・
明川・須田貝）藤 原中島 義

水

上

地

区

藤原中（久保・西・宝川・
一畝田・関ヶ原・山口）〃蛯谷 利孝

藤原中・下（荻の入・原・師入・
大滝沢・青木沢・平出）〃林 正之

粟沢・綱子・幸知粟 沢真庭 昭子
湯桧曽湯桧曽中澤 敬
大穴大 穴林 真理子
鹿野沢（芦間・町営）湯 原羽鳥 孝子
鹿野沢（芦間・町営を除く）〃黒田 初枝
小日向（大竹宅以北）小日向鈴木 敏男
小日向（大竹宅以南）〃浅川 敏明
高日向高日向岩田喜美子
寺間・小仁田・川上・高日向町営一部寺 間石坂 是義

担 当 地 区大 字氏 名

湯原（郵便局～若栗橋通り北側・
上の平）湯 原鈴木 文子

水

上

地

区

湯原（郵便局～若栗橋通り南側・
阿能川入口周辺）〃若井 昇

湯原
（備後貝戸・北貝戸・学校下・腰巻）〃堪山 泰賢

阿能川阿能川阿部 芳子
谷川谷 川阿部 澄子
永井・吹路永 井高橋 昌三

新

治

地

区

猿ヶ京上猿ヶ京温泉林 ますみ
猿ヶ京下〃松田 延子
赤谷相 俣林 他人
相俣〃生方 尚子
浅地〃原沢 文夫
湯宿湯宿温泉佐藤 一博
笠原須 川神保 常夫
須川・谷地〃見城 光子
東峰東 峰本多 顕道
恋越入須川綿貫 宏明
入須川〃木内 悦子
塩原西峰須川木内 幸子
布施宿・箕輪布 施持木 進

野田原・河原・久々戸・沢久保・
上原・大塩〃原澤 謹吾

大島・柳沼・堤新 巻林 かつ
池ノ原・二牧原・村草・今宿〃河合 齋
下新田〃中塚のり子
上羽場羽 場行方 直治
下羽場〃村山佐知子
師田師 田林 一夫
月夜野地区月夜野髙橋 久江

主
任
児
童
委
員

〃後 閑関口 慶子
水上地区小日向中島 人士
〃小仁田阿部 等

新治地区東 峰本多 清子
〃新 巻片野由美子
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■■問い合わせ先■問い合わせ先 役場保健福祉課福祉係役場保健福祉課福祉係 ☎☎6262－－21112111（内（内424424））
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町の施設を
管理する 指定管理者を募集します！

■問い合わせ先 役場観光商工課 施設係 ☎62‐2111（内線430）

町は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第3項の規定および、みなかみ町公の施設に
おける指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成17年10月1日条例第61号）の規定により、平成20
年4月から下記の施設の管理運営に関する業務を行う指定管理者を募集します。

■指定管理の概要
●対象施設
施 設 名 称 みなかみ町真沢ファーム交流施設（真沢の森）
所 在 地 みなかみ町月夜野2537番地2
施設の目的 農林業の振興および観光の健全な発展を図るため

都市と農村の交流の場として真沢ファーム交流施設
を設置した。

施設の概要（主な施設内容）
・真沢の森 2,274㎡
宿泊棟1棟（鉄筋コンクリート3階建770.02㎡）
客室9室54名収容 食堂、厨房、多
目的室、トイレ
・温泉棟
（木造平屋建116.6㎡、内風呂・露天
風呂男女別各1）
・市民農園面積 6,120㎡
53区画（田30区画1,034㎡、畑23
区画1,160㎡）
倉庫1棟（木造平屋建33.1㎡、駐車
場500㎡）

●指定管理者が行う業務の範囲
①みなかみ町真沢ファーム交流施設条例第4条
に規定する事業。
②みなかみ町真沢ファーム交流施設の利用の許
可に関する業務
③施設および設備の保全など
●利用料金収入
利用料金については、指定管理者の収入とする。（平成20年4月1日以降の利用料金が対象）利用

料金の額は条例で定める額の範囲内において、町長の承認を得て指定管理者が定めることができる。
●指定管理者の業務にかかる経費
みなかみ町真沢ファーム交流施設に関わるすべての経費は、利用料金およびその他の収入をもっ
て充てるものとする。

■募集要項の配布期間 1月7日（月）～1月25日（金）8時30分～17時15分（土・日・祝祭日は除く）

■募集要項の配布方法 役場観光商工課窓口で配布。また、町ホームページから関係書類をダウンロー
ドできます。

■応募方法 募集要項に記載された提出書類を3部作成し、役場観光商工課まで持参の上、提出してく
ださい。

■応募書類の提出期限 2月4日（月）必着
※施設および業務の内容のほか、応募資格や募集方法、選定基準などの具体的な内容は、募集要項に記
載してありますので必ず確認してください。

●役場ホームページ http://www.town.minakami.gunma.jp/

▲施設の外観

上牧駅

後閑
駅

上毛高原駅

ＪＲ上越
線

関越
自動
車道 矢瀬親水公園

（はーべすと）

赤谷川

利根川

月夜野I.C
料金所

至沼田

至沼田

月夜野
バイパス

ＧＳ

みなかみ町
役場

県道
61号

至沼田
前橋

真沢ファーム
交流施設

大峰沼
至猿ヶ京温泉至猿ヶ京温泉

新潟

至水上温泉郷

至水上・新潟

案 内 図

指定管理者制度とは 平成15年に創設された制度です。この制度の創設で、町の「公の施設」の管理を、
民間事業者などの団体でも行うことができるようになりました。
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町では、平成20年度に実施する各種健康診断の申し込みを、30歳以
上の男性、20歳以上の女性（平成21年３月31日現在で判定）を対象に
１月４日～１月25日までの期間で受付ます。
申込書が、ご家庭に配付されましたら必要事項を記入し１月25日ま
でに組長（伍長）または区長さん、もしくは町保健福祉センターへ提出
をお願いします。申込書の未記入や未提出の場合、健診案内や受診票が
配付されませんのでご注意ください。受診票は、各種健康診断を申し込
まれた人に健診実施前までに配付します。

◆今年の健診から40～74歳の人の基本健康診査の申し込みは行いません
40～74歳の人は、健康保険の加入先（国民健康保険・社会保険など）が行う特定健康診査

を受けることになります。詳しい健診のお知らせや受診場所等は、加入している健康保険者
からの連絡をお待ちください。
国民健康保険の人は、５月下旬頃お知らせする予定です。

お知らせ

■大腸がん検診
内容／2日間便をとり潜血反応検査
対象／40歳以上の男女
費用／74歳以下 500円
■ひまわり健診（30・35歳）
内容／身長・体重・血液検査等
対象／30・35歳の男女
費用／1,000円
■ことぶき健診（75歳以上）
内容／身長・体重・診察・血液検査等
対象／75歳以上の男女
費用／無料

■胸部レントゲン検査（結核・肺がん検診）
内容／胸部のエックス線撮影
対象／40歳以上の男女
費用／無料
■喀たん検査（検診会場で申し込み）
対象／40歳以上の男女でレントゲンを受けた人
費用／74歳以下 500円
■骨密度検診
内容／踵の骨（右足）の超音波検査
対象／20・25・30・35・40・45・50・

55・60・65・70歳の女性
費用／500円
■前立腺がん検診
内容／血液検査で前立腺特異抗原を測定
対象／50歳以上の男性
費用／74歳以下 500円

６月～

７月実施

平成20年度 各種健康診断申し込みについて

申込書を

1/25㊎
までに提出

してください！

■問い合わせ先 みなかみ町保健福祉センター 健康推進係 察62‐2527

転入などで申込書が届かない人は、町保健福祉センターへご連絡ください。
※申込書は、各種健康診断該当者のみに配付されます。年齢が対象でない等の理由で、該当する健
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
（検）診がない人は申込書がありませんのでご了承ください。

■乳・甲状腺がん検診
内容／医師による視診・触診とマンモグラ

フィ（乳房のレントゲン撮影）
対象／41歳以上の女性（奇数年齢で受診する）
費用／74歳以下 1,000円

■胃がん検診
内容／バリウムを飲み、胃のレントゲン撮影
対象／40歳以上の男女
費用／74歳以下 1,000円
■子宮がん検診
内容／医師による子宮頚部の診察と細胞検査
対象／21歳以上の女性（奇数年齢で受診する）
費用／74歳以下 1,000円

４月～

５月実施

■健診日程
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水
上
中
学
校（
中
島
智
雄
校
長
）

で
は
、
生
徒
会
の
福
祉
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
ア
ル
ミ
缶
を
回
収

し
て
、
そ
の
収
益
金
で
福
祉
用
品

を
購
入
し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
附
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
１
９
９
６
年
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
て
卒
業
生
や
ホ
テ

ル
・
旅
館
・
ス
キ
ー
場
な
ど
の
協

力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学

区
全
体
で
の
取
り
組
み
が
確
立
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り

中
学
生
は
も
と
よ
り
町
民
の
環
境

美
化
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
よ
り
、
今
後
も

益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交流会は、お年寄りも楽しみにしています

水
上
中
が
Ｗ
受
賞
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
み
！

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル（
３
Ｒ
）推
進
協
議
会
長
賞

年
に
も
お
よ
ぶ
生
徒
の
自
発

11
的
な
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
通
じ
、
学

校
だ
け
で
な
く
地
域
を
含
め
た
継

続
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
今
回
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
で
は

件
が
選
ば
れ
、

83

10

月

日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

24
群
馬
県
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

ア
ル
ミ
缶
回
収
に
よ
る
福
祉
用

品
の
寄
附
や
生
徒
会
福
祉
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
と
の
交
流
会
を
、
生
徒
会
役

員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
毎
年
行
う
な
ど
、

福
祉
に
対
す
る
活
動
が
認
め
ら
れ

今
回
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
11

月

日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

14

月

日
、
新
治
給
食
セ
ン
タ
ー
が
優
良
学

11

20

校
施
設
等
の
共
同
調
理
場
と
し
て
、
全
国
で
９

施
設
の
う
ち
の
一
つ
に
選
ば
れ
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
須
川
小
学
校
に
勤
務
す
る

本
間
ナ
ヲ
ミ
先
生
（
栄
養
教
諭
）
の
指
導
に
よ

り
、
き
め
細
か
な
作
業
手
順
と
調
理
の
流
れ
を

計
画
し
、
毎
日
、
セ
ン
タ
ー
職
員
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
衛
生
管
理
の
徹
底
と
意

識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
理
場
と
学
校
、
家
庭
と
連
携
し
た

食
育
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
地
元
の
協
力
に

よ
り
地
場
産
物
を
使
用
し
た
安
全
で
安
心
な
給

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
食
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
給

食
の
供
給
を
お
願
い
し
ま
す
。

清掃を通じて、学校を磨こう！心を磨こう！

Ｈ18年度に回収したアルミ缶は２ｔありました

念
入
り
に
ト
イ
レ
清
掃
を
す
る
生
徒
た
ち

新
治
給
食
セ
ン
タ
ー
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

月
夜
野
中
学
校（
高
橋
和
秀
校
長
）

で
は
、
生
徒
会
役
員
が
中
心
と
な
り

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
校

内
の
ト
イ
レ
清
掃
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
２
年
前

に
開
い
た
学
校
講
演
会
が
き
っ
か
け

で
生
徒
の
自
発
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
発
展
し
ま
し
た
。

今
回
、
生
徒
た
ち
の
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
群
馬
県
環
境
教
育
賞
（
特

別
賞
）
に
選
ば
れ
、

月

日
、
群

11

21

馬
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
生
徒

会
長
の
杉
木
和
明
さ
ん
が
代
表
で
受

賞
し
ま
し
た
。

月
８
日
に
は
、
生
徒
会
の
本
部

12
役
員
を
中
心
に
各
専
門
部
や
学
級
代

表
な
ど
お
よ
そ

人
が
参
加
し
、
ト

50

イ
レ
清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
清

掃
後
の
感
想
は
、「
は
じ
め
は
手
袋

を
し
て
て
も
い
や
だ
っ
た
け
ど
、
最

後
は
素
手
で
も
平
気
に
な
っ
た
。」

「
や
っ
て
良
か
っ
た
。」と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
生

徒
た
ち
の
自
発
的
な
活
動
と
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。



ใみなかみ09

桃野小学校、創立百周年を
記念式典と100周マラソンで祝う

今
年
で
創
立
百
周
年
を
迎

え
た
桃
野
小
学
校
（
白
井
博

校
長
）
で

月

日
、
み
な

11

22

か
み
町
長
を
始
め
多
く
の
来

賓
と
先
生
、
児
童
な
ど
を
含

め
２
４
０
人
が
参
加
し
記
念

式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。式

典
で
は
実
行
委
員
長
の

木
村
孝
弘
さ
ん
が
桃
野
小
学

校
の
百
周
年
へ
の
思
い
を
語

り
、
６
年
生
の
深
津
美
希
さ

ん
が
「
昔
の
学
校
の
話
を
聞

い
て
年
代
に
よ
っ
て
ず
い
分

ち
が
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
で
も
、
昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
学
校
で
友
達
と
遊

ん
だ
楽
し
い
思
い
出
で
す
。」

月

日
、
さ
い
た
ま
新
都

12

12

心
合
同
庁
舎
に
お
い
て
平
成
19

年
度
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
の

ふ
る
さ
と

認
定
証
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

長
か
ら
認
定
証
と
陶
板
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
郷
土
賞
は
昭
和

ふ
る
さ
と

61

年
度
に
創
設
さ
れ
た
国
土
交
通

大
臣
表
彰
制
度
で
大
賞
部
門
は
、

そ
の
社
会
資
本
が
受
賞
後
も
地

域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、維
持
・

活
用
さ
れ
る
な
ど
地
域
に
定
着

し
魅
力
的
な
地
域
の
実
現
に
寄

与
し
て
い
る
地
区
に
与
え
ら
れ

る
賞
で
す
。

旧
三
国
街
道
須
川
宿
堰
は
、

た
く
み
の
里
の
宿
場
通
り
沿
い

思
い
出
を
寄
せ
書
き
に
し

た
布
を
バ
ト
ン
に
し
て
半

周
（
１
０
０
ｍ
）
ず
つ
リ

レ
ー
し
ま
し
た
。
最
後
は
、

全
員
で
ゴ
ー
ル
し
て
感
動

を
共
に
し
ま
し
た
。

１
０
０
周
走
る
に
あ
た

り
目
標
タ
イ
ム
を
女
子
マ

ラ
ソ
ン
世
界
記
録
の

㎞
20

通
過
タ
イ
ム
に
設
定
し
挑

戦
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
１
分
遅
れ
の
ゴ
ー
ル
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

完
走
し
た
児
童
は
「
一

気
に
１
０
０
周
も
走
っ
た

の
は
初
め
て
だ
っ
た
し
、

女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記

録
保
持
者
に
わ
ず
か
１
分

遅
れ
な
ん
て
す
ご
い
と

思
っ
た
。」「
み
ん
な
で
協

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
ら
れ
た
。」と
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

旧
三
国
街
道
須
川
宿
堰
が
、大
賞
部
門
で

「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
を
受
賞

ふ
る

さ
と

を
流
れ
る
、
幅
１
メ
ー
ト
ル
、

延
長
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
生

活
用
水
路
で
、
平
成
２
年
度
に

「
生
活
を
支
え
る
自
然
の
水
」

部
門
で
同
賞
を
受
賞
。
そ
の
後

も
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、

用
水
路
の
維
持
・
管
理
や
沿
道

の
花
植
え
な
ど
積
極
的
な
地
域

住
民
に
よ
る
活
動
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

須
川
宿
堰
と
沿
道
を
埋
め
つ

く
す
美
し
い
花
は
地
元
の
人
だ

け
で
な
く
、
た
く
み
の
里
を
訪

れ
る
観
光
客
の
目
も
楽
し
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
美
し
い

農
村
景
観
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４～６年生が「WithYouSmile」と「ふるさと」を合唱

最後は、全員でゴールを目指して走りました

須
川
宿
堰
は
住
民
の
手
で
、

い
つ
も
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
ま
す

と
児
童
代
表
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
児
童

に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど

の
合
唱
も
披
露
さ
れ
、
お
祝

い
に
華
を
そ
え
ま
し
た
。

ま
た
、
創
立
百
周
年
に
あ

た
り
何
か
記
念
に
残
そ
う
と
、

月

日
に
は
、
６
年
生

11

14

46

人
と
保
護
者
、
先
生
に
よ
る

１
０
０
周
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
。

１
０
０
周
を
百
年
と
考
え

１
周
が
一
年
と
い
う
重
み
を

感
じ
な
が
ら
、
児
童
全
員
の
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TBＧチャリティー大会で収益金97,750円を寄贈

『
全
国
地
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
in

ぐ
ん
ま
』で
堂
々
公
演

ゆ
う
ま
ち
ゃ
ん
と「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月

日
、
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ
（
タ
ー
ゲ
ッ

11

18

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）
協
会
（
会
長
＝
金

古
光
三
さ
ん
／
町
組
）
が
主
催
す
る
、

み
な
か
み
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大

会
が
月
夜
野
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

人
が

73

参
加
し
て
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
ス
コ
ア
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
大
会
で
得
ら
れ
た
収
益
金
９

７
、
７
５
０
円
は
、
町
の
た
め
に
役
に

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

月
３
日
、

12

会
長
か
ら
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

■
大
会
結
果

○
男
子

優

勝

前
田
清
一
さ
ん
（
上
牧
）

準
優
勝

富
岡
司
朗
さ
ん
（
町
組
）

第
３
位

滝
本
敏
行
さ
ん
（
町
組
）

○
女
子

優

勝

山
下
利
志
子
さ
ん（
後
閑
）

準
優
勝

石
田
た
か
さ
ん
（
後
閑
）

第
３
位

木
村
千
鶴
子
さ
ん（
下
牧
）

月

日
、
県
民
防
犯
の
日
に
群
馬

10

16

会
館
（
前
橋
市
）
で
開
催
さ
れ
た
、「
平

成

年
全
国
地
域
安
全
運
動
暴
力
団
・

19
銃
器
追
放
群
馬
県
大
会
」
に
お
い
て
、

水
上
防
犯
協
力
会
（
会
長
＝
中
島
市
郎

さ
ん
／
湯
原
）
が
、
永
年
に
わ
た
る
自

主
防
犯
活
動
に
対
し
て
防
犯
功
労
団
体

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
力
会
で
は
青
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

防
犯
パ
レ
ー
ド
を
定
期
的
に
実
施
し
、

地
域
の
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

月

日
、
水
上
中
学
校
（
中
島
智
雄
校

11

30

長
）
の
生
徒

人
が
参
加
し
、
水
上
駅
の
構

23

内
に
お
い
て
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ

せ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
生
徒
が
ゆ
う
ま

ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み
を
着
た
り
、
エ
イ
ズ
患

者
の
理
解
と
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
や
、
エ
イ
ズ
の
こ
と
を
わ
か
り
や

す
く
描
い
た
漫
画
に
よ
る
チ
ラ
シ
と
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
通
勤
・
通
学
す
る
人
に
配

布
し
ま
し
た
。こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
と
協
働
で
７
年
間
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

月

・

日
、「
第

回
全
国
地
芝
居
サ

11

24

25

18

ミ
ッ
ト

ぐ
ん
ま
・
渋
川
」
が
渋
川
市
赤
城

in

町
の
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
上
三

原
田
の
歌
舞
伎
舞
台
」で
開
催
さ
れ
、み
な
か

み
町
子
ど
も
歌
舞
伎
（
代
表
＝
狩
野
え
り
香

さ
ん
／
湯
原
）
か
ら
小
学
生

人
が
参
加
し

13

「
新
版
歌
祭
文
野
崎
村
」を
公
演
し
ま
し
た
。

天
候
も
良
く
、
地
芝
居
や
歌
舞
伎
舞
台
を

目
当
て
に
全
国
か
ら
多
く
の
歌
舞
伎
フ
ァ
ン

が
訪
れ
ま
し
た
。

み
な
か
み
町
子
ど
も
歌
舞
伎
は
設
立
時
か

ら
三
桝
京
昇
師
匠
に
指
導
を
う
け
て
活
動
を

み

ま
す
き
ょ
う
し
ょ
う

続
け
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
の
全
国
地

芝
居
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
８
月
か
ら
稽
古
を

始
め
、
歴
史
あ
る
歌
舞
伎
舞
台
で
立
派
な
演

技
を
披
露
し
ま
し
た
。
見
せ
場
や
決
め
の
場

水
上
防
犯
協
力
会
が
防
犯
功
労
団
体
表
彰
を

受
賞

面
に
は
会
場

か
ら
大
き
な

歓
声
や
拍
手

が
湧
く
な
ど

大
好
評
で
し

た
。平

成

年
20

２
月
２
日
に

は
県
民
会
館

小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
公
演

を
行
い
ま
す
。

応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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農
林
水
産
大
臣
よ
り

感
謝
状

生
津
三
郎
さ
ん
（
猿
ヶ
京

温
泉
）
が
９
月
議
会
で
同
意

を
得
て
、

月

日
に
公
平

11

25

委
員
会
委
員
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

公
平
委
員
会
は
、
地
方
公

務
員
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
職
員
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
措
置
の
要
求
お
よ
び

職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分

の
審
査
等
、
専
門
的
、
中
立

的
機
関
と
し
て
、
よ
り
適
正

な
人
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

月

日
、
文
化
祭
囲
碁
・
将
棋
大
会
が

11

18

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
多
く
の
愛
好
者
が
集
ま
り
そ
れ

ぞ
れ
好
手
妙
手
に
、
熱
が
入
っ
た
す
ば
ら
し

い
対
局
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
将
棋
の
部
（
一
般
）

優

勝

高
橋
勝
久
さ
ん
（
月
夜
野
）

準
優
勝

木
檜
昭
夫
さ
ん
（
沼
田
市
）

第
三
位

田
代
重
夫
さ
ん
（
月
夜
野
）

■
囲
碁
の
部

○
Ａ
ク
ラ
ス
（
五
段
以
上
）

優

勝

阿
部
清
貴
さ
ん
（
月
夜
野
）

準
優
勝

真
庭

宏
さ
ん
（
真

庭
）

第
三
位

奥
泉
利
次
さ
ん
（
渋
川
市
）

○
Ｂ
ク
ラ
ス
（
四
段
以
下
）

優

勝

深
井
辰
郎
さ
ん
（
新

巻
）

準
優
勝

諸
田

実
さ
ん
（
下

牧
）

第
三
位

都
筑
賢
鳳
さ
ん
（
下

牧
）

「
統
計
の
日
」を
記
念
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

の
伝
達
式
が

月

日
、
群
馬
県
農

11

14

協
ビ
ル
（
前
橋
市
）
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
農
林
水
産
省
が

行
う
統
計
調
査
に
永
年
に
わ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
い
た
人
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
町
か
ら
は
農
業
経
営
統
計
調

査
お
よ
び
林
業
経
営
統
計
調
査
に
お

い
て
５
年
間
に
わ
た
り
協
力
し
て
こ

ら
れ
た
次
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家

大
木
幸
次
さ
ん
（
小
川
島
）

平
井
満
則
さ
ん
（
上
区
）

■
林
業
経
営
統
計
調
査
林
家

佐
藤
軍
治
郎
さ
ん
（
谷
地
）

原
澤

章
さ
ん
（
新
巻
）

感
謝
状
を
受
け
取
る
大
木
幸
次
さ
ん

文
化
祭
囲
碁
・
将
棋
大
会

■陸上（9月15日）敷島陸上競技場
共通女子走り幅跳 １位
原 茉莉奈さん（月夜野中２年）

３年女子1500m ３位
髙橋香菜さん（月夜野中３年）

３年男子400m ３位
宮下和也さん（月夜野中３年）

３年男子走り幅跳 ３位
桑原大樹さん（月夜野中３年）

県中体連
新人大会結果

月
３
日
、
秋
の
叙
勲
が
内
閣
府
よ

11
り
発
表
さ
れ
保
健
衛
生
功
労
と
し
て
下

牧
在
住
の
髙
橋
綾
子
さ
ん
が
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
は
、
群
馬
大
学
付
属
病
院

で
病
気
の
予
防
や
診
断
、
治
療
に
か
か

わ
る
重
要
な
臨
床
検
査
の
仕
事
に
就
き
、

副
臨
床
検
査
技
師
長
を
務
め
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
保
健
衛
生
に
ご
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

秋の叙勲受章 おめでとうございます

月
３
日
、
秋
の
叙
勲
が
内
閣
府
よ

11
り
発
表
さ
れ
人
権
擁
護
功
労
と
し
て
湯

原
在
住
の
堪
山

か
つ
や
ま

泰
学
さ
ん
が
瑞
宝
双
光

た
い
が
く

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

堪
山
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

か
つ
や
ま

て

年
間
務
め
、
現
在
は
群
馬
県
連
の

35
会
長
に
就
任
。
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

中
で
人
権
思
想
を
広
め
人
権
侵
害
が
起

き
な
い
よ
う
に
人
権
相
談
や
啓
蒙
活
動

に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

瑞宝双光章
＜ずいほうそうこうしょう＞

堪山泰学さん髙橋綾子さん

瑞宝双光章
＜ずいほうそうこうしょう＞

生津三郎さん

公平委員に生津三郎さんが再任

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
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明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
選齋

藤
美
穂
さ
ん
（
桃
野
小
５
年
）
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筋

芹

緊

菌

錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

み
な
か
み
町
の
町
章
お
よ
び

花
・
木
・
鳥
を
募
集
し
ま
す

み
な
か
み
町
に
ふ
さ
わ
し
い
町
章
（
町

の
マ
ー
ク
）
デ
ザ
イ
ン
と
花
・
木
・
鳥
を

募
集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た

だ
い
た
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
章
選
考
委

員
会
、
町
花
等
選
考
委
員
会
で
審
議
さ
れ

決
定
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

広
報
み
な
か
み
１
月
号
に

折
り
込
ま
れ
た
募
集
用
紙
に
基
づ
き
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切

１
月

日（
金
）消
印
有
効

25

※
応
募
用
紙
を
紛
失
し
た
場
合
や
応
募
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.town.m
inakam

i.gunm
a.jp

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
末
ま
で
に

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場

や
商
店
な
ど
を
経
営
し
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
て
い
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な

ど
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ミ
シ
ン
を
家

庭
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
は
課
税

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
用
と
し
て

使
用
し
て
い
る
場
合
は
償
却
資
産
と
し
て

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
償
却
資

産
、
ま
た
は
取
得
価
格

万
円
未
満
の
償

20

却
資
産
で
法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り

一
時
に
損
金
に
算
入
さ
れ
た
も
の
、
も
し

く
は
一
括
し
て
損
金
に
算
入
す
る
方
法
の

対
象
と
さ
れ
た
も
の
は
原
則
と
し
て
課
税

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
の
よ
う
に
自
動
車
税
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
も

償
却
資
産
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

該
当
す
る
資
産
を
１
月
１
日
現
在
所
有

し
て
い
る
人
は
、
償
却
資
産
の
申
告
書
を

１
月
末
ま
で
に
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
用
紙
が
必
要
な
人
は
役
場
税

務
課
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
支
給
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

福
祉
医
療
費
支
給
制
度
と
は
、
次
に
掲

げ
る
対
象
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、

医
療
保
険
等
で
医
療
を
受
け
た
場
合
に
自

己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
や
入

院
時
の
食
事
代
を
県
と
町
で
負
担
す
る
制

度
で
す
。

■
支
給
対
象
者

①
乳
幼
児

歳
に
な
っ
た
月
の
末
日
ま

13

で
②
重
度
心
身
障
害
者

歳
未
満
の
人
で
、

65

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

お 知 ら せ

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

庶
務
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）２
１
１
１（
内
５
１
２
）

日
本
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の
人

20

60

は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
も

歳
に
な
れ
ば

20

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、
す
み
や
か

20に
役
場
の
保
健
福
祉
課
で
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
第

２
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
も
加

入
し
て
い
ま
す
の
で
手
続
き
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
学
生
に
つ
い
て
は
学
生
期
間
中

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生

納
付
特
例
制
度
』、
学
生
以
外
の
人
に
つ

い
て
は
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶

予
さ
れ
る
『
免
除
制
度
』
や
『
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
』
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申
請
さ
れ

る
方
は
、
役
場
の
保
健
福
祉
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
加
入
や
制
度
の
詳
し
い
こ
と
は
、

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課

資
産
税
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）２
１
１
１（
内
４
７
６
）

猿納税と納期猿

■納期：1月31日（木）
町県民税 第4期
国民健康保険税 第10期

■納期：2月29日（金）
国民健康保険税 第11期

国民年金12月分の納期は、
１月31日（木）です。

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

■２月の納税

■１月の納税

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課

保
険
医
療
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）２
１
１
１（
内
４
２
６
）
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競 争 入 札
参加資格審査申請書を受付

■
問
い
合
わ
せ
先

ौ

ࣾ
会
อ
ݥ
事

所

̌
̎
̓
̕
（
̎
̎
）
̍
̒
̍
̍

Ͷ
Μ
͖
Μ
ダ
イ
ヤ
ル

̌
̑
̓
̌
（
̌
̑
）
̍
̍
̒
̑

イ

イ

ロ
ウ

ゴ

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト
」の
ご
案
内

も
っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
あ
な
た
に
、

育
児
・
介
護
・
家
事
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
た
り
保
育

施
設
へ
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て
の
手
助
け

を
す
る
「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
案
内
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
情
報
の
内
容

▽
保
育
施
設
▽
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
▽
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
▽
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
▽
高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ

ス
▽
家
政
婦
（
夫
）
紹
介
所
、
家
事
代
行

サ
ー
ビ
ス
な
ど

●（
財
）
世
紀
職
業
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

21

h
ttp
://w
w
w
.2
0
2
0
n
et.jp

み
な
か
み
町
奨
学
金
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
町
内
に
３
年
以
上
居
住
す
る

人
と
そ
の
子
女
を
対
象
に
、
高
等
学
校
、

大
学
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校
に
在

学
中
か
入
学
見
込
み
で
、
資
力
が
な
く
就

学
困
難
な
人
に
対
し
、
月
額
２
万
円
の
範

囲
で
奨
学
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
与
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
学
業
成

績
人
物
考
査
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
に
よ

る
審
査
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
平
成

年
度
奨
学
生
の
願
書
受

20

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
与
を
希
望
す
る

人
は
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
願
書
受
付
期
限

２
月
末
日

ア
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級

イ
、
障
害
基
礎
年
金

１
級

ウ
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級

エ
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
「
Ａ
」

③
高
齢
重
度
障
害
者

歳
以
上
の
人
で

65

②
の
イ
～
エ
に
該
当
す
る
人

④
母
子
家
庭

所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

歳
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し
て

18い
る
配
偶
者
の
い
な
い
女
子

⑤
父
子
家
庭

所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

歳
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し
て

18い
る
配
偶
者
の
い
な
い
男
子

⑥
父
母
の
い
な
い

歳
未
満
の
児
童

18

所
得
税
非
課
税
で

歳
年
度
末
ま
で
の

18

児
童

※

歳
年
度
末
…

歳
に
達
し
て
か
ら
最

18

18

初
の
３
月

日
（
４
月
１
日
生
ま
れ
は

31

前
日
）

①
～
⑥
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

他
の
保
護
や
制
度
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校

教
育
等
の
管
理
下
に
お
け
る
災
害
（
ケ
ガ

等
）
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
独
立
行
政

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
給

付
適
用
が
優
先
と
な
る
た
め
、
福
祉
医
療

費
の
給
付
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
医
療
機
関
で
受
給
資
格
者

証
を
使
っ
て
受
診
し
て
い
た
だ
き
、後
日
、

学
校
等
を
通
じ
て
医
療
費
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
世
紀
職
業
財
団

群
馬
事
務
所

21

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
７（
２
２
３
）２
０
２
３

老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け

て
い
る
人
に
は
、
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
が
送
ら

れ
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年

の
１
月
か
ら

月
ま
で
の
一
年
間
に
支
払

12

わ
れ
た
年
金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額

や
控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
支
払
わ
れ
た
年

金
額
か
ら
介
護
保
険
料
額
を
控
除
し
た
後

の
金
額
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理

由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
申
告
手
続

き
を
す
る
際
に
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に

源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
年
金
証
書
を
持

参
の
う
え
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保

険
事
務
所
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉
徴
収
票

は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
。

筋

芹

緊

菌

錦錦錦

禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）２
２
７
５（
内
７
０
３
）

役場総合政策課管財係では、平成20・
21年度分の競争入札参加資格審査申請
書の受付を行います。
詳細につきましては総合政策課管財係
に用意してある「みなかみ町競争入札参
加資格審査申請書提出要項」または町
ホームページをご覧ください。
■受付期間 ２月１日（金）～29日（金）
受付時間 9:00～12:00

13:00～17:00
（土・日・祝祭日を除く）
■受付対象業種
○建設工事 ○測量・コンサルタント
○物品・製造・委託等
■提出先 役場総合政策課 管財係
●町ホームページ
http://www.town.minakami.gunma.jp

●問い合わせ先●
役場総合政策課 管財係

☎62-2111（内線533・534）
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裁
判
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん

に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有

罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁

判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
「
国
民
の

司
法
参
加
」
を
実
現
す
る
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
は
、
平
成

年
５
月

日
に
公
布

16

28

さ
れ
、
平
成

年
５
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト

21

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
７（
２
３
１
）４
２
７
５

し
ま
す
。

裁
判
員
裁
判
は
、
前
橋
地
方
裁
判
所
本

庁
（
前
橋
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
裁
判

員
お
よ
び
そ
の
候
補
者
は
県
内
全
域
の
選

挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

裁
判
員
に
選
出
さ
れ
た
場
合
は
半
日
か
ら

数
日
、
前
橋
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

裁
判
所
と
し
ま
し
て
は
、
裁
判
員
の
選

任
、
公
判
、
評
議
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い

て
工
夫
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
行
政
、
企

業
・
団
体
の
み
な
さ
ん
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
仕
事
上
、
家
庭
生
活
上
の
負
担
の
軽

減
策
に
取
り
組
む
な
ど
実
施
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
い
っ
そ
う
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
裁
判
員
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.saib

an
in
.co
u
rts.
go
.jp
/

公
的
中
小
企
業
融
資
制
度

利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

町
で
は
、
町
内
に
店
舗
・
事
業
所
・
工

場
な
ど
を
有
す
る
会
社
や
個
人
で
、
設
備

資
金
や
運
転
資
金
を
目
的
と
し
た
公
的
融

資
制
度
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
融
資
制

度
を
利
用
し
て
い
る
人
ま
た
は
会
社
に
利

子
補
給
を
行
い
ま
す
。

申
込
手
続
お
よ
び
利
子
補
給
制
度
の
詳

細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
と
な
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
ま
た
は

会
社
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
町
内
に
お
い
て
、
１
年
以
上
継
続
し
て

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
ま
た
は
会
社

②
町
小
口
資
金
・
群
馬
県
融
資
制
度
・
商

工
貯
蓄
共
済
・
政
府
関
係
融
資
制
度
を

利
用
し
て
い
る
人
ま
た
は
会
社

③
町
税
の
滞
納
が
な
い
人
ま
た
は
会
社

■
手
続
方
法

利
子
補
給
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
ま
た
は
会
社
は
、
次
の
書

類
を
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書

申
請
書
は

本
庁
観
光
商
工
課
・
各
支
所
建
設
産
業

係
・
町
商
工
会
に
あ
り
ま
す
。

②
金
融
機
関
が
証
明
し
た
利
子
支
払
証
明

書
ま
た
は
こ
れ
を
証
す
る
書
類

平
成

年
中
に
支
払
っ
た
利
子
金
額
が
対
象

19と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
観
光
商
工
課

観
光
商
工
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）２
１
１
１（
内
４
３
６
）

③
町
税
完
納
証
明
書

■
提
出
期
限

１
月

日
（
木
）

31

■
補
助
対
象
と
な
る
期
間

次
の
期
間
に

借
り
受
け
た
融
資
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

○
設
備
資
金

借
入
日
が
平
成

年
１
月
以
降
の
も
の

14

○
運
転
資
金

借
入
日
が
平
成

年
１
月
以
降
の
も
の

16

■
補
助
金
額

①
所
定
の
計
算
式
に
当
て
は
め
て
決
定
し

ま
す
。

②
２
つ
以
上
の
資
金
を
利
用
し
て
い
る
人

ま
た
は
会
社
は
、
合
計
額
を
限
度
額
以

内
で
補
助
し
ま
す
。

③
計
算
の
結
果
、
支
払
済
利
子
金
額
を
超

え
た
場
合
は
支
払
済
金
額
を
限
度
と
し

ま
す
。

お 知 ら せ

￥
「守ろう！確かめよう！この最低賃金」

■問い合わせ先 群馬労働局 労働基準部賃金室
☎027‐210‐5005

群馬県最低賃金は平成19年10月19日から、産業
別賃金は平成19年12月20日から正式発効していま
す。詳しくはホームページをご覧ください。

群群馬県最低賃金群馬県最低賃金664664円円

今月の体操教室

参加申込は不要です。直接会
場へお出かけください。みなさ
んの参加をお待ちしています。
室内シューズ・タオル・飲み

物をご持参ください。

■中高年体操教室
○１月～３月は休みです。

■エアロビクス教室

■昼の部（毎週木曜日）
○開催日 １月10日・17日

24日・31日
○時 間 10:00～11:00
○会 場 月夜野総合体育館

剣道場

■夜の部（毎週月曜日）
○開催日 １月７日・21日・28日
○時 間 20:00～21:00
○会 場 新治B&G

海洋センター2階

新治支所 住民サービス係
TEL（64）0111（内117）

問い合わせ先

どちらの教室も大好評！
男性の参加者大歓迎！

●群馬労働局ホームページ
http://www.gunmaroudoukyoku.go.jp
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募
集

「
養
育
費
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
案
内

～
応
援
し
ま
す
ひ
と
り
親
家
庭
～

養
育
費
の
普
及
を
図
り
、
養
育
費
の
円

滑
な
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、
母
子
家
庭

の
母
等
を
対
象
に
、
養
育
費
の
仕
組
み
や

受
け
取
り
に
関
す
る
法
律
的
問
題
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

２
月

日
（
日
）

24

時

分
～

時

分（
受
付

時
～
）

13

30

16

30

13

■
会
場

県
庁

階

2
9
1
会
議
室

29

■
講
演
内
容

▽
養
育
費
と
別
れ
た
父
親

と
の
関
わ
り
方
▽
養
育
費
に
関
す
る
法
律

問
題
を
中
心
と
し
た
助
言

■
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す（
無
料
）

■
定
員

１
０
０
名

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
費
用

無
料

■
募
集
期
間

平
成

年

月

日（
木
）

19

12

20

～
平
成

年
２
月

日
（
火
）
必
着

20

12

■
申
込
方
法

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
等
で
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
託

児
希
望
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

託
児
希
望
有
り
の
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
７（
２
５
５
）６
６
３
６

■
申
込
先

〒
３
７
１
‐
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町

番
地

13

12

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

（
財
）
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望

さ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

１
月
４
日（
金
）～

日（
火
）

15

■
入
居
日

２
月
中
旬
予
定

■
募
集
戸
数

８
戸

˔
第
３
矢
瀬
団
地
〔
３
Ｄ
Ｋ
〕
▽
６
号
棟

２
０
３
号
室
˔
高
日
向
住
宅
〔
３
Ｋ
〕
▽

Ｅ
棟
３
０
２
号
室
˔
鹿
野
沢
住
宅
〔
３
Ｄ

Ｋ
〕
▽
Ｌ
棟
４
０
５
号
室
˔
藤
原
住
宅
コ

ス
モ
ス
棟
〔
３
Ｄ
Ｋ
〕
▽
１
０
３
号
室
・

１
０
４
号
室
・
２
０
３
号
室
・
４
０
２
号

室
・
４
０
３
号
室

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」参
加
者
募
集

こ
の
事
業
は
県
内
に
在
住
す
る
母
子
家

庭
の
母
と
子
を
対
象
に
１
日
を
楽
し
く
有

意
義
に
過
ご
し
、
母
子
家
庭
の
交
流
と
親

睦
の
場
を
設
け
、
明
日
の
活
力
を
助
長
す

る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
一
環
と
し
て
開
催
す

る
も
の
で
す
。

■
開
催
期
間

２
月

日
（
日
）

17

■
場
所

水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

■
対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
と
子

■
参
加
費
用

▽
母
親

３
、
０
０
０
円

▽
子
ど
も

２
、
０
０
０
円

▽
３
歳
児
未
満
の
幼
児

５
０
０
円

※
参
加
費
に
は
、
バ
ス
代
・
昼
食
代
・
保

険
料
・
ス
キ
ー
教
室
参
加
料
が
含
ま
れ
て

い
ま
す

■
乗
車
場
所

館
林
市
役
所
、太
田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

桐
生
駅
南
口
、
伊
勢
崎
市
役
所
、
高
崎
駅

東
口
、
新
前
橋
駅
東
口
、
ら
ら
ん
藤
岡
、

渋
川
市
役
所
、
沼
田
運
動
公
園
の
う
ち
希

望
場
所
か
ら
乗
車
で
き
ま
す

■
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
希
望
の
乗

車
場
所
を
記
入
の
う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
１
月

日
必
着
）

25

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
地
域
整
備
課

管
理
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）２
１
１
１（
内
３
１
７
）

水
上
支
所

建
設
・
産
業
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
７
２
）２
１
１
１（
内
２
０
６
）

新
治
支
所

建
設
・
産
業
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
４
）０
１
１
１（
内
１
４
２
）

■
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
７（
２
５
５
）６
６
３
６

人
数
と
年
齢
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

〒
３
７
１
‐
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町

番
地

13

12

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

（
財
）
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
７（
２
５
５
）６
６
５
２

学
童
ク
ラ
ブ

新
年
度
児
童
募
集

保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
昼
間
家
庭

に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
学
童
ク
ラ
ブ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
で
は
新
年
度
か
ら
の
児
童
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会
を
希
望
す
る
人

は
、
各
ク
ラ
ブ
へ
お
問
い
合
せ
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
新
治
学
童
ク
ラ
ブ（
新
巻
２
０
８
番
地
）

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

新
治
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

電
話
（
６
４
）
０
１
１
１

※
２
月

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

20

さ
い
。

●
月
夜
野
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

（
月
夜
野
４
５
６
番
地
１
）

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

月
夜
野
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

電
話
（
６
２
）
３
９
５
３

※
２
月

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

20

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

各
ク
ラ
ブ
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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労
働
時
間
等
無
料
相
談

労
働
時
間
、
解
雇
、
賃
金
、
い
じ
め
な

ど
職
場
の
問
題
に
つ
い
て
専
門
家
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
電
話
相
談
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー

の
相
談
室
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

■
相
談
時
間
（
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

平

日

時
～

時
、

14

20

土
曜
日

時
～

時

13

18

■
専
用
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
（
０
０
１
）
１
１
９

心
配
ご
と
・
法
律
相
談
所

◆
心
配
ご
と（
民
生
・
人
権
・
行
政
）相
談
所

■
水
上
会
場

１
月

日
（
火
）

15

会
場

社
会
福
祉
協
議
会
水
上
支
所

■
新
治
会
場

２
月

日
（
火
）

19

会
場

の
ぞ
み
館
相
談
室

◆
法
律
相
談
所

■
水
上
会
場

２
月
８
日
（
金
）

会
場

社
会
福
祉
協
議
会
水
上
支
所

■
新
治
会
場

３
月

日
（
金
）

14

会
場

の
ぞ
み
館
相
談
室

相
談
は
、
予
約
制
で
先
着
順
に
な
り
ま
す

時
間
は
全
て
午
後
１
時

分
～
４
時

30

警
察
相
談
「
＃
９
１
１
０
番
」

事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、
私
た
ち

は
１
１
０
番
に
通
報
し
、
警
察
の
助
け
を

求
め
ま
す
。
で
は
、
緊
急
の
事
件
や
事
故

以
外
で
警
察
に
相
談
し
た
り
、
助
け
を
求

め
る
時
に
は
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
い
い
の

し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
は
、
１
１
０
番
の
前
に
「
＃

９
」
を
付
け
て
局
番
な
し
の
「
＃
９
１
１

０
」
へ
。「
＃
９
１
１
０
」
は
供
ゆ
っ
く
り

相
談
で
き
る
１
１
０
番
僑
で
す
。
全
国
の

ど
こ
に
い
て
も
、
家
庭
の
電
話
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
）や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、
Ｐ

Ｈ
Ｓ
か
ら
か
け
ら
れ
ま
す
。

警
察
の
担
当
者
が
相
談
に
の
り
、
内
容

に
よ
っ
て
は
専
門
の
相
談
係
（
機
関
）
を

教
え
て
も
ら
え
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）
０
０
８
１

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
労
働
時
間
等
相
談
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
７（
２
６
０
）６
８
０
８

中央
公民館

●開室日（●印）
火・木曜日
午前９時～午後５時
土曜日 午前９時～午後４時
日曜日（第1・第3） 午前９時～12時
※開室日の12時～13時の間は休室になります

カルチャーセンター
児童図書室
●開室日（●印）
原則として月曜日と祝祭日の翌日を除く日 午前９時～午後５時
●今月のおはなしの会はお休みです。

新治
公民館

●開室日（●印）
月曜日と祝祭日を除く日
午前９時～午後５時

●おはなしの会 と き／１月20日（日）午後２時～
（●印） ところ／新治公民館図書室

水上
公民館

●開室日（●印）
月曜日と祝祭日を除く日
午前９時～午後５時
※開室日の12時～13時の間は
休室になります

上牧1735察20‐4040

後閑321‐1察62‐2275
布施365察64‐0061

湯原441察72‐3707

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書室室室室室室室室室室図書室だだだだだだだだだだよよよよよよよよよよだよりりりりりりりりりりり
中央・カルチャーセンター・新治・水上

■
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
警
沼
田
警
察
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
２
）
０
１
１
０

土金木水火月日

５４３２１
121110９８７６
19181716151413
26252423222120

3130292827

相 談

１月

１月

１月

１月

土金木水火月日

５４３２１
121110９８７６
19181716151413
26252423222120

3130292827

土金木水火月日

５４３２１
121110９８７６
19181716151413
26252423222120

3130292827

土金木水火月日

５４３２１
121110９８７６
19181716151413
26252423222120

3130292827
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ん
の
と
こ
ろ
／
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おおすすめの1おすすめの1冊冊

かじりのがっこう
おしりかじり虫ものがたり
うるまでるび／著
バジリコ

おおすすめの1おすすめの1冊冊

サンタクロースと
ぎんのくま

マレーク・ベロニカ／著
福音館書店

おおすすめの1おすすめの1冊冊

求めない
加島祥造／著
小学館

おおすすめの1おすすめの1冊冊

カラダから出る
モノの楽しい話
藤田紘一郎／著
講談社

おおすすめの1おすすめの1冊冊

ルリユールおじさん
いせひでこ／著
理論社

おおすすめの1おすすめの1冊冊

つくもがみ
貸します

畠中恵／著
（C）角川書店

おおすすめの1おすすめの1冊冊

こわくなんかないっ！
ジョナサン・アレン／著
評論社
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■問い合わせ先 みなかみ町保健福祉センター ☎62‐2527

■問い合わせ先 みなかみ町保健福祉センター ☎62‐2527

ヘルスアップ教ヘルスアップ教室室の参加者を募集します！

生活習慣病の予防は、運動・栄養・休養を柱とした規則正しい生活習慣から始まります。
昨年の５月と６月に、運動を中心としたヘルスアップ教室を開催しました。今回は、運動に加え調
理実習とアロマ（芳香）を取り入れた「ヘルスアップ教室」を開催します。
普段忙しくてなかなか運動できない人や健康づくり
に興味のある人など、みなさんお誘い合わせのうえご
参加ください。
■対 象 者 町内在住で運動することに支障のない人
■定 員 20人
■持 ち 物 室内シューズ、タオル

3月14日は、上記のほかにエプロン、
三角巾、調理実習費300円

■申 込 先 町保健福祉センター健康推進係
■申込期間 それぞれの日程の1週間前まで

講 師内 容場 所日 時

健康スポーツ指導者

高橋 良枝先生簡単に楽しくできる運動町保健福祉センター2月14日（木）
13：30～15：00

木村栄養士
平井保健師

調理実習：ヘルシー料理
アロマ（芳香）＆運動新治保健センター3月14日（金）

10：00～15：00

※教室に必要な道具はこちらで用意します。

注

意

小学校入学前に第2期として「麻しん・風しん予防接種」を実施しています。これは集団生活
を始める前に接種を行うことで、獲得した免疫をより強めることを目的としています。
対象となるお子さんには、すでに個別通知をお届けしていますのでまだ接種していない人は、

早めに接種しましょう。予診票のない場合は医療機関にもありますのでそちらをご利用ください。
■対象年齢 小学校就学前1年間の5歳と6歳の子ども（幼稚園・保育園の年長組にあたる平成13

年度生まれの子ども）
■接種期限 3月31日までの間に1回接種

※平成14年度生まれのお子さんにも個別に通知をしていますが、接種できるのは平成20年4月
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

1日になってからですのでご注意ください。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

①「麻しん」または「風しん」のどちらかにかかったことのある人は、かかっていない
方の単独ワクチンを接種します。

②「麻しん」および「風しん」の両方にかかったことのある人は、接種の必要はありま
せん。

上記の①②に該当の人は、町保健福祉センターまでお問い合わせください。

４月に小学校入学となるお子さんをお持ちのお母さんへ

「麻しん・風しん予防接種」はお済みですか？

日

程
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●問い合わせ先 みなかみ町保健福祉センター 察62‐2527

─みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします─

～対象の方には事前に通知いたします～

■会場 みなかみ町保健福祉センター
■対象 3か月児/8か月児/12か月児/妊婦及び産婦
■期日 １月10日（木）・２月７日（木）
■時間 ９時～11時30分
■受付時間及び内容
＊３か月児 10:15～10:30計測・育児相談・タッチケア
＊８か月児 9:45～10:00計測・育児相談・離乳食相談
＊12か月児 10:00～10:15計測・育児相談・栄養相談
＊妊・産婦 9:00～11:30母乳相談（予約制）

２月１月健 診 名

23（水）1歳6か月児健診 対象 1歳7・8・9か月児

23（水）3歳児健診 対象 3歳1・2・3か月児

●水上地域 ■会場 水上保健センター

■会場 水上保健センター
■対象 1歳児から未就学児（全地域）
■期日 １月９日（水）・２月６日（水）
■時間 10時～12時
～子どもの発育と育児について親子で学ぶ楽しい教室～

̍月●みんなでָしくおਖ਼月༡ͼڔڔڔڔڔڔڔڔڔڔ

̎月●અ分 みんなでَをͬつけようʂڔڔڔڔڔڔ

乳幼児健診

乳児相談・母乳相談

子育てセミナー（育児支援）

●月夜野地域 ■会場 みなかみ町保健福祉センター

苅苅苅苅苅苅苅苅 乳児健診 苅苅苅苅苅苅苅苅

■会場 みなかみ町保健福祉センター
■対象 ４か月児・10か月児
■期日 １月16日（水）・２月20日（水）
■受付 ４か月児 13時45分～14時

10か月児 12時45分～13時

苅苅 幼児健診 苅苅幼児健診は地域に関係なく受診できます。
お気軽にお問い合わせください。

■会場 みなかみ町保健福祉センター
■対象 就園前の乳幼児と親（全地域）
■期日 1月11日（金）・18日（金）・25日（金）
■時間 10時～12時 ■主催 にこにこくらぶ

～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

11●Ͷんど༡ͼ 25●౾まき ڔڔڔڔڔڔڔڔڔ

子育てひろば

■会場 みなかみ町保健福祉センター ■対象 全地域
■１月 7日（月）・15日（火）・21日（月）・28日（月）
■２月 4日（月）・12日（火）・18日（月）・25日（月）
■時間 ９時～11時30分 13時～16時

母子健康手帳交付

おともだ
ちが
ふえたよ！おともだ
ちが
ふえたよ！おともだ
ちが
ふえたよ！

刺刺1111月の出生月の出生者者刺刺

計女の子男の子

3人2人1人月夜野地域

2人0人2人水上地域

4人1人3人新治地域

9人3人6人計

◆数字は住民基本台帳に
基づくものです。
（12月15日現在）

２月１月健 診 名

12（火）2歳児歯科健診 対象 2歳1・2・3か月児

26（火）2歳6か月児歯科健診 対象 2歳7・8・9か月児

■会場 羽場児童館
■対象 就園前の乳幼児と親（全地域）
■期日
１月14日（月）●小ਖ਼月 ৯育࣮शɿおつきをしよう
１月28日（月）●からだをಈかそう 子でΤΞϩϏクス
■時間 10時～12時（イベントは11時から）
■主催 新治読み聞かせ「かしの木会」
※子育て相談、絵本の読み聞かせは毎回行います。

子育て広場 かしの木

２月１月健 診 名

11（金）1歳6か月児健診 対象 1歳7・8・9か月児

8（火）2歳児歯科健診 対象 2歳1・2・3か月児

8（火）2歳6か月児歯科健診 対象 2歳7・8・9か月児

11（金）3歳児健診 対象 3歳1・2・3か月児

●新治地域 ■会場 役場新治支所3階

日頃、料理を作る機会の少ない男性を対象に料理教
室を開催いたします。
食事のバランスが偏りがちな人や生活習慣病で食生
活の改善が必要な人など、この機会に料理教室に参加
して食生活を見直してみましょう。なお当日は、食生
活改善推進員が調理を指導いたしますのでみなさんの
参加をお待ちしております。
■対 象 者 町内在住の男性
■参 加 費 300円（調理実習費）
■持 ち 物 エプロン、三角巾
■申込締切 1月16日（水）
■日 程 1月22日（火） 10:00～13:30
■会 場 町保健福祉センター

■申込先 町保健福祉センター 察62‐2527

失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失

男性のための料理教室 参加者
募集

～～食生活を見直して楽しくクッキング～食生活を見直して楽しくクッキング～～



森 を 育 み 生 命 を 運 ぶ 利 根 川 源 流 の 町

1月
4（金）■官庁仕事始め
6（日）■消防団出初め式˔月夜野総合体育館
8（火）■町内小・中学校、幼稚園始業式
13（日）～15日（火） ■県中体連スキー大会

˔クロスカントリー競技／水上高原スキー場
˔アルペン競技／ホワイトワールド尾瀬岩鞍
˔ジャンプ・コンバインド競技／

草津天狗山シャンツェ・草津高原ゴルフ場
20（日）■子育連月夜野支部上毛かるた大会˔月夜野農村環境改善センター

■子育連新治支部上毛かるた大会˔新治農村環境改善センター
20（日）～26日（土） ■第6回日韓青少年冬季スポーツ交流事業

˔韓国（ソウル）
29（火）■町小・中学校スキー大会˔水上高原スキー場

2月
8（金）■鹿児島県奄美市笠利地区の小学生来町（12日まで）

˔町内各家庭に分宿
11（月）～15日（金） ■第6回日韓青少年冬季スポーツ交流事業

（クロスカントリー）˔水上高原スキー場

数字は住民基本台帳
に基づくものです
※（ ）内は前月比

12月1日現在

総人口 23,330人（－ 36）
男 11,262人（－ 16）
女 12,068人（－ 20）
世帯数 8,278世帯（－ 5）
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●今月の表紙●

12月に行われた主な行事
6（木）～14日（金） ■12月議会定例会˔本庁舎議場
9（日）■子育連水上支部上毛かるた大会˔水上公民館
21（金）■町内小・中学校、幼稚園終業式
28（金）～30日（日） ■消防団年末特別警戒˔町内全域

■官庁仕事納め

町の主な
行事予定
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東京藝術大学卒業生・修了生から
みなかみ町に寄贈された作品を紹介しています

東京藝術大学卒業生・修了生寄贈作品Gallery

『いたずら者』
作者／石塚悦子

パネル、綿布、油彩
F150号

※紹介した作品は新治支所に展示され、午前
９時から午後４時まで一般の方にも公開さ
れています。（土・日・祭日は除きます）
また、道の駅水紀行館にも東京藝術大学卒
業生・修了生の作品が展示してありますの
でご覧ください。（休館日は毎週月曜日と
第２・４火曜日）

12月9日、水上公民館において水
上支部上毛かるた大会が行われまし
た。（表紙写真）
水上地区では、1月に入ると雪の
影響やスキーシーズンに入ることか
ら、上毛かるた大会の開催が難しく
なるため、他地区に先がけて毎年
12月に開催しています。
子どもたちは、読み手の声に耳を
傾けながら素早い手さばきで札を
取って枚数を競い合いました。大会
の結果は2月号でお知らせします。
月夜野支部、新治支部は1月20日
に大会を予定しています。
上毛かるたは、群馬特有のかるた
で郷土を愛する気持ちから、昭和
22年12月に作られ、現在もなお、
愛され使われています。みなさんは、
全部言えますか？
みなかみ町を詠った上毛かるたは
全部で４種類。
○て…天下の義人 茂左衛門
○ぬ…沼田城下の塩原太助
○み…水上、谷川 スキーと登山
○る…ループで名高い清水トンネル

つる舞う形の群馬県
～上毛かるた大会～

1月10日は
110番の日です 「緊急時 頼れるあなたの 110番」

──ʮい、܈അ県ܯຊ෦ですɻނࣄですかʁ݅ࣄですかʁʯ
●いつ、どこで？●何がありましたか？●どんな様子ですか？
●犯人を見ましたか、犯人の服装は、乗り物は、逃げた方向は？
●あなたのお名前は、電話番号は？
◎あわてず、あせらず、落ち着いてお話しください。

110番110番はは、、警察への緊急通報電話で警察への緊急通報電話ですす。。通報はすべて群馬県警察本部につながります。

110番の
ポイント


